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＊
合
計
特
殊
出
生
率
と
は

　

人
口
統
計
上
の
指
標
で
、
一

人
の
女
性
（
十
五
歳
か
ら
四
十

九
歳
ま
で
）
が
一
生
に
産
む
子

供
の
数
を
示
す
。
将
来
の
人
口

の
自
然
増
減
を
推
測
で
き
る
。

そ
の
境
界
値
は
二
・
〇
八
と
さ

れ
て
い
る
。

・
質
問　

当
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
〇
・
九
六
は
国
一
・
二
九
、
県

一
・
二
〇
、
行
田
市
一
・
一
六
、

加
須
市
一
・
一
四
と
比
較
し
て
も

極
め
て
低
い
。
少
子
化
対
策
で
一

番
効
果
が
あ
が
る
の
は
、
何
と

い
っ
て
も
家
庭
の
経
済
的
負
担
を

少
な
く
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
一

つ
の
手
段
と
し
て
の
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
及
び
窓
口
立
替
払

い
の
撤
廃
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　
＊

　

合
計
特
殊
出
生
率
に
影
響
す
る

も
の
と
し
て
、
当
市
の
出
生
数
は

十
六
年
度
を
境
に
翌
年
は
増
加
し

て
い
る
。

　

当
市
の
医
療
費
助
成
は
、
入

院
・
通
院
と
も
小
学
校
入
学
前
ま

で
、
加
須
市
は
、
入
院
通
院
と
も

小
学
校
六
年
生
ま
で
、
行
田
市
は
、

通
院
は
小
学
校
入
学
ま
で
で
入
院

は
中
学
校
三
年
生
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
財
政
事
情
等
に
よ
っ
て
も
異

な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　

窓
口
払
い
の
撤
廃
に
つ
い
て
、

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
対
象
者
の

支
給
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
、
市
に
お
け
る
窓
口

事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
国
の
ペ
ナ

・
質
問　

去
る
五
月
二
十
日
夕
刻

の
豪
雨
は
市
の
至
る
所
で
道
路
冠

水
、
床
下
及
び
床
上
浸
水
等
の
甚

大
な
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

記
録
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

単
位
時
間
当
り
の
降
雨
量
は
過
去

最
高
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
詳
細
な
被
害
状
況
、
宮
田
落
の

排
水
ポ
ン
プ
の
停
止
等
対
応
の
遅

れ
、
中
川
改
修
及
び
調
節
池
の
整

備
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

・
答
弁
（
都
市
整
備
部
長
）

　

当
日
は
総
雨
量
六
十
三
・
五
ミ

リ
の
う
ち
、
午
後
四
時
か
ら
の
二

十
分
間
で
四
十
五
・
五
ミ
リ
と
い

う
記
録
的
局
地
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
被
害
状
況
は
道
路
冠
水
が
十

三
箇
所
、
床
下
浸
水
が
東
町
、
旭

町
、
元
町
を
中
心
に
五
十
九
戸
、

床
上
浸
水
が
東
町
で
二
箇
所
で

あ
っ
た
。

　

被
害
へ
の
対
処
は
ま
ず
、
十
五

時
三
十
分
よ
り
集
中
豪
雨
に
よ
る

警
戒
態
勢
に
基
づ
き
、
職
員
に
非

常
召
集
を
か
け
た
。
五
十
九
名
の

職
員
で
道
路
冠
水
に
伴
う
交
通
規

制
及
び
必
要
箇
所
へ
の
土
嚢
の
配

布
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
市
内

全
域
へ
の
職
員
配
置
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
消
防
車
両
四
台
、
消
防

職
員
二
十
八
名
と
消
防
本
部
と
の

連
携
を
図
り
、
被
害
情
報
の
収
集

及
び
東
七
・
八
丁
目
を
中
心
に
内

水
の
排
除
作
業
を
行
っ
た
。

　

二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
は
総

務
課
、
消
防
本
部
の
職
員
に
よ
り

被
害
状
況
調
査
を
行
っ
た
。

　

宮
田
落
排
水
ポ
ン
プ
の
停
止
の

理
由
で
あ
る
が
、
ま
ず
宮
田
落
排

水
機
場
へ
電
気
を
供
給
し
て
い
る

電
線
周
辺
に
落
雷
が
あ
り
一
時
的

に
停
電
と
な
っ
た
。
約
三
十
分
後

に
手
動
で
再
起
動
で
き
た
が
、
こ

の
対
応
の
遅
れ
は
突
然
の
天
候
の

急
変
、
土
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
に

職
員
の
動
員
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
が
原
因
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
ら

ぬ
よ
う
異
状
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ン

プ
運
転
時
に
は
監
視
員
を
配
置
し

適
切
な
運
転
管
理
の
徹
底
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

　

中
川
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
に

お
け
る
浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
、
現
在
、
河
道
改
修
工
事

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
節
池
の
整
備
計
画
は
関
係
地
権

者
に
対
し
て
の
事
業
説
明
会
が
終

了
し
、
今
年
度
中
に
用
地
買
収
に

着
手
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
工
事

を
着
工
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。

ル
テ
ィ
ー
と
し
て
国
保
事
業
へ
の

国
庫
負
担
金
減
額
措
置
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
る
市
財
政
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
各
保
険
組
合

の
付
加
給
付
及
び
高
額
療
養
費
の

還
付
給
付
制
度
と
の
兼
ね
合
い
が

あ
り
、
そ
の
事
務
処
理
は
現
在
以

上
に
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
国
・
県
に
対
し
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
国
の
制
度
と

し
て
の
実
施
を
強
く
要
望
し
、
県

下
で
統
一
さ
れ
た
方
式
の
実
現
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

　
　

�

・
羽
生
郵
便
局
の
駐
車
場
不
足
に

つ
い
て

・
国
道
一
二
二
号
線
か
ら
羽
生
駅

西
口
へ
の
道
路
及
び
標
識
の
整
備

に
つ
い
て そ

の
他
の
質
問

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

藤
倉　

宗
義
議
員

水
害
対
策
に
つ
い
て

齋
藤　
　

隆
議
員


